
　 　 　 　 　 　 　 　 　 

　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

「高知家いじめ予防等プログラム」　　第３章　　いじめ予防等学習プログラム 資料２－４　

第
三
章　

い
じ
め
予
防
等
プ
ロ
グ
ラ
ム

〇児童会・生徒会交流集会のこれまでの取組
〇児童生徒会援隊から
　・児童生徒会援隊の役割　
　・メッセージ（いじめについて考えよう・いじめに関することを理解）
〇児童会生徒会のこれからの取組
・取組例

３　
児童会・生
徒会を通し
た予防的取
組

２　
生徒指導の三
機能※を働か
せた教科等の
授業づくり

４　
地域との連
携を通した
取組

〇生徒指導の三機能を働かせた教科等の授業づくり
〇生徒指導の三機能を働かせた授業の指導案例

・小学校３学年国語科学習指導案「こま図かんを作ろう」

〇いじめの未然につながる学級活動

・小学校第６学年学級活動指導案　みんなが団結して思い出に残るギネスブックを作ろう

〇地域と学校の効果的な連携・協働の目指すべき姿
〇連携の充実により得られる効果
・学校教育の充実
・地域の教育力の向上
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児童生徒が、いじめをなくすた
めに何ができるかを考え、それ
を実行しようとする主体性が育
成される

自己指導能力が育くまれ、いじ
めが生じにくい・いじめを許さな
い学級づくりを進む
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じ
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れ
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で
あ
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醸
成
さ
れ
る

地域からの評価やまなざしに
よって、安心感や社会性の基
礎となる自己有用感が高まる

思いやりや気
遣い、感情の
表し方など、対
人関係の技術
を学ぶことで、
子ども同士の
友人関係が広
がる

いじめについ
ての理解を深
め、いじめの防
止や解決に資
する道徳性が
養われる

いじめ問題に毅
然と立ち向かう
ことができるた
めに、いじめを
絶対にしない気
持ちの醸成や自
分を大切にでき
る力が育成され
る

プログラムの展開子どもに身につけさせたい力具体的な学習内容やねらい、取組学習プログラム

小学校
中学校 高等学校

特別支援学
校低学年 中学年 高学年

　

　

【ねらい】
コミュニ
ケーショ
ンについ
て理解し、
声の大き
さや話し
方、態度
などが役
割である
ことを理
解する。

【ねらい】

コミュニケー
ションにおい
て、自分のこ
とを話すだけ
でなく、相手の
話をしっかり
聞くことができ
る。

【ねらい】

コミュニケーション
を行う上で、言葉で
伝えることに加え、
相手の動きや表情
をよく見たり、よく聞
いたりして、相手が
話したいことを知ろ
うとすることも大切
であることを理解す
ることができる。

【ねらい】

コミュニケーション
を図ることで、互い
に意思や感情、思
考を伝え合うこと
や、新たな考えを
深めたりできること
を理解することが
できる。

【ねらい】

コミュニケー
ションにおいて
は、互いに意
思や感情、思
考を伝達し合う
ことが大切であ
るとを理解する
ことができる。

【ねらい】
言葉や感情
表現によって
相手への意
思の伝わり方
が異なること
を理解するこ
とや、自分の
意思を正しく
伝え、受け止
めてもらえるよ
うな表現を行
おうとする態
度を育てる。
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中学年４時間
【目標】（抜粋）
・自己と他者が実
行できるという自
信を認め、自己の
資質を高める。

・内発的意欲を体
験的に取り入れ、
受け入れることが
できる。

高学年４時間

【目標】（抜粋）
・内発的な意欲に
従い行動できる。

・内発的な意欲に
基づく自己と他者
の行動を体験的
に取り入れ、受け
入れることができ
る。

中学生４時間
【目標】（抜粋）
・内発的な意欲
に従い行動でき
る。

・内発的な意欲
に基づく自己と
他者の行動を体
験的に取り入れ、
受け入れること
ができる。

小２　４時間
【目標】（抜粋）

・自己と他者
が実行できる
という自信を
認め、自分の
資質を高める

いじめ
のない
楽しい
クラス
をつくろ
う

汎用

【主題名】
（１学年）

ゆうきを出して
（２学年）

みんな友だち

対
象
生
徒
に
応
じ
て
小

中
高
の
指
導
案
を
活
用

【主題名】
（３学年）

仲間を大切に
（４学年）

分け隔てをしな
い

【主題名】
（５学年）

いじめについて
考える
（６学年）

いじめを止める
ために

【主題名】
（１学年）

いじめのない集団に
（２学年）

いじめを止めるには
（３学年）

いじめをしない気持
ち

P.７４ P.７６ P.７８ P.８１ P.８５

鳴門教育大学　予防教育プログラム　　P．８６　～　　P.　８９　

P.９２　　 P.９５ P.９９　 P.１０３　　 P.１０７　　 P.１１１

P.１２１　　

P.１１３　　

P.１２５　　

　教職員が各教科の授業で実施
　

　
　

　

　いじめ予防等プログラムの授
業や各教科の授業に「主体的・
対話的で深い学び（生徒指導の
三機能など）」が着実に定着させ
る。

　いじめ予防等学習プログラム
の授業を学ぶ

　県や市町村の指導主事に対し
て、いじめ予防等プログラムの
授業の展開についての研修等
を実施し、プログラムを通じて
「主体的・対話的で深い学び（生
徒指導の三機能など）」について、
理解を深める。

　学校全体へ広げる

　指導主事が学校に入り、校内
研修やメンター制によるＯＪＴ等
により、いじめ予防等プログラム
の授業の展開やプログラムを通
じて「主体的・対話的で深い学び
（生徒指導の三機能など）」 を推
進する。

ステップ　１　

ステップ　２　

ステップ　３　

「主体的・対話的
で深い学び（生徒
指導の三機能
等）」を展開した

授業

特別活動

各教科道徳

総合的な
学習の時間

※生徒指導の三機能

　　・自己決定の場を与える
　　・自己存在感を与える
　　・共感的人間関係を育てる
　　　　　　　　　Ｐ．１１７参照

P.７３

P.９０　　


